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テレプレゼンスとは、遠隔地にい
る人がまるでその場に一緒にいるか
のように感じさせる技術、すなわち
遠隔存在を意味する。近年身近と
なった Teamsや Zoomといった
Web会議ツールも遠隔存在の一例で
はあるが、テレプレゼンスプロジェ
クトはロボットを使った遠隔存在、
つまりテレプレゼンスロボットに着
目している。「例えば遠隔医療、緊
急修理、遠距離恋愛等 “移動できな
いのならテレプレゼンスしたらいい
のに”と気軽に言える社会を目指し、
研究開発に取り組んでいます。遠隔
操作で温度や匂い等の再現はすぐに
は実現できないかもしれませんが、
できることから着々と取り組んでい
きたいと考えています」（丸山氏）。

NTT Comは３つの戦略をベース
にテレプレゼンスの取り組みを行っ
ている。まず 1つ目として、「ロボッ
トメーカーに通信機能を提供し業界
全体としてのイノベーションを加速

する」こと。一般に、ロボッ
トメーカーは製造につい
ては熟達しているものの、
ロボットの遠隔操作には
課題を感じている。例え
ば、通常のインターネット
を通じて操作を実施する
にしても NAT超えやファ
イアウォール超えに困難
を伴うのが実情だ。NTT 

Comはそうした課題解決
も含めた通信エンジンを
提供し、簡単な遠隔操作を
可能にする。次に 2つ目として、「ロ
ボットを普及させようとしている企
業とタッグを組む」こと。ロボット
メーカーが必要とする機能追加や、
遠隔操作に NTT Comが関与するこ
とで、B2B2Xのミドル Bに対と連
携して、テレプレゼンス市場を拡大
することができるのではないか、と
考えている。そして 3つ目として、
「将来を見据えた知的財産の獲得」。
遠隔操作時に発生する遅延や、VR

ゴーグルを使用して操作する際の画
像処理での特許所得を進めている。
それらを踏まえて NTT Comは図１
に示すような取り組み方針と目標を
掲げている。

NTT Comは自身の提供するデー
タセンタにおいてリモートハンズと
いう遠隔作業代行サービスを提供し
ている。その中で引き合いの多いの
がお預かりしている機器の LED確
認だ。お客様のサーバなどで通信不
通が発生した際には、実際に人が現
地に赴き、通信不通が断線によるも
のなのか、或いは設定の間違いなの
かを確認しなければならない。また、
RAIDを構築している場合には、不
具合が少数の HDDに留まっている
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ットと人が共存する未来に向けて、物理的な距離を障害とせず自由に活動できる社会を創造することをミッションとし、テ
レプレゼンスロボットの技術開発に取り組んでいる。本稿では、ベースとなる戦略や実証実験等について紹介する。
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うちに交換対応を行わなければ、最
終的に全データが復旧できない事態
に陥いってしまう。しかし、テレプ
レゼンスを上手く活用することで、
巡回業務の負担や、迅速な対応、事
故リスクの軽減が図れる。

NTT Comは、2019年に東京ロボ
ティクス株式会社（以下、東京ロボ
ティクス）と共に開発したロボット
を使ってデータセンタの巡回業務に
ついての実証実験を行った（図２）。
検証の結果、異常個所の認識、ラッ
クの開閉、ケーブルの抜き差しにつ
いて実現できることを実証した。
「単にケーブルを差すのではなく、
ケーブルを差した後に指先を左右に細
かく押し回す点に特徴があります。ロ
ボットを所定の場所に移動させること
はそれほど難しいことではありません
が、どこにどのようなデバイスがある
のか不明な場合や、１ミリレベルでの
作業をさせるのには高度な技術が必
要です。こちらのロボットは東京ロボ
ティクス社の力制御を使うことで多少
ポートの位置がずれていてもケーブル
を差し込むことができます。また、こ
ちらのロボットの動向を録画し保存す
ることで、いつ故障したのかを判断で

きます」（丸山氏）。
しかし、こうした高性

能ロボットの作製にはコスト面において
課題が生じる。1体あたり数千万円単
位のロボットを普及させることは現実
的ではないだろう。そこでNTT Com

はヒアリング等調査を行い、まずはラッ
クの中の LED確認、ポートの点灯点
滅に特化するだけでもテレプレゼンス
普及に貢献できると判断し、NTT 

Com の若手社員を中心に機能特化型
のロボットAVATANKを内製で開発し
た。2022年度は AVATANKを使っ
てお客様の実環境にて実証実験を行
い、非常に高い評価を得ている。内
製で開発していることから、お客様の
ご要望に対して即座に対応できるとい
うことが高い評価につながっていると
考える。データセンタでの実証実験に
おいては一定の評価、成果がでたの
で、来年度以降はデータセンタのみな
らず、新たな業界での遠隔操作ロボッ
トの活用を検討し、お客様と実証実験
を通して社会課題を解決していきたい
と考えている。

前述のとおりNTT Comは、通信
キャリアとしてロボットに最適な通信エ

ンジンを提案・提供できる。これまで
通信を通じてのコミュニケーション、
映像を通じてのコミュニケーションを開
拓してきたNTT Comの強みを活か
し、次はあらたにロボットを活用したリ
アルタイム遠隔制御を通じてのコミュ
ニケーションを推進することで、イノ
ベーターとして任を果たす意向だ。
また、遠隔操作における一番の課
題は通信と映像のコーデック処理にあ
る。例えば遠隔手術の場合、細かな
作業が要求されるため、通信遅延が
手術の成否を決定する事態は容易に
想像できる。将来、5G/６G等の通
信システムにより軽減できるものの、テ
レプレゼンスロボット普及のために通信
遅延に関する課題の解決を早急に検
討しなければならない。これに対し丸
山氏は、NTTグループが目指す
IOWN構想の一つであるオールフォト
ニクス・ネットワークにより、現在の限
界を超えて遅延を減らすことができ、
よりロボットなどのリアルタイム遠隔制
御のニーズが高まると考えており、そ
れに向けた準備を行いたいとしている。
「今後、さらに実証実験を重ねて
お客様から評価をいただき、ブラッ
シュアップを図ると共に、来年度以
降の商用化を目指したいと考えてい
ます」（丸山氏）。

3）高性能テレプレゼンスの
技術開発（垂直統合・5～10年後）
高度技術を持つ他社と共同研究

2）安価なロボットでの
ビジネス検証
（垂直統合・3～5年後）

1）ロボット開発者を支援する
クラウドサービスを構築

（水平展開）

dogfooding
最先端技術対応
要件汲み取り、
対外認知向上

普及帯ロボットからの
要件汲み取り

図 1　取り組み方針と目標

図 2　データセンタの検証作業

ロボットと人間が共存する未来に
おいてNTTグループが果たす役割

8 月時点でのAVATANK 9 月末時点でのAVATANK
8月と比べてカメラをアップグ
レードし、暗闇でも走行可能なよ

うにライトを設置

ルーム内の証明を落として
検証している様子


